
いよいよ新学習指導要領のもと「コミュニケー

ション英語Ⅰ」の教科書を用いた授業が始まりま

す。各校では実施に向けて様々な準備が進められ

ていることと思います。Genius English Com-

munication I は話題が豊富でメッセージが深く，

国際社会に生きていく人材を育成する上でもとて

も興味深い内容になっています。その教科書の良

さを最大限に引き出す授業を展開する目的で『学

習ノート』は構成されています。スムーズに授業

へ導入し，「発問」を通して生徒に目的を与え，

何度もテキストに向き合うことになります。その

中で生徒はメッセージに気づき，新たな発見や感

動を体験していくでしょう。以下に『学習ノー

ト』の効果的な活用方法を見ていきます。

１．『学習ノート』の効果的な活用方法

①「読みたい」と思わせる Pre-Reading

レッスンの各パートの初めに，オーラル・イン

トロダクションとして利用できる簡単な質問が用

意されています。この問いを利用して教師が生徒

と英語でやりとりをしたり，JTEとALTが会

話をしたりすると英語での導入がスムーズにでき

ます。生徒からは様々な意見や自らの体験が返っ

てくるでしょう。この活動により，本文を読む動

機づけにもなりますし，話題を身近なものとして

捉えることができるはずです。時間があれば英語

による会話を続けたり，より多くの生徒に答えさ

せたりしてもよいですし，時間がないときにはさ

っと確認する程度でも十分だと思います。

②「大意把握」をさせる First Reading

教科書本文の大まかな内容をつかむ簡単な問い

です。キーワードを手掛かりに大意をつかませま

す。速読として読ませたり（Reading），リスニ

ング活動として聞かせたり（Listening）すると

効果的です。

私はよく，生徒に語りかけるように，強弱をつ

けながら読み聞かせます。そうすることで，生徒

にとって少し難解だと思われる内容であっても取

り組みやすくさせることができます。また，ナチ

ュラルスピードで読み聞かせたり，CDを聞かせ

るのもよいでしょう。少しチャレンジングな方が

よく取り組む生徒には，緊張感があります。

『学習ノート』の問いは日本語で書かれていま

すが，それを手掛かりに教師が英語で質問し，生

徒にも英語で答えさせることをお薦めします。

③「しっかり読ませる」Second Reading

教科書本文のより詳しい内容理解へ導く問いで

す。問いに答えるためには，生徒がすでに知って

いる英語の知識をフルに活用して新出単語や熟語

の意味を推測したり，全体を読み返したり，自ら

辞書で調べたりしながら読み進める必要がありま

す。文法項目にも自然に意識を向けるでしょう。

授業中は，読ませる（Reading）だけではなく聞

かせる（Listening）活動として用いても構いま

せん。また，答えを確認する際には，語句や構

文，文法がどのような意図で使われているかを確

認するとよいと思います。
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④ Third Reading

教科書に掲載されている問い

と同じ問いです。英問英答です

ので，授業中は会話を重視して

単語レベルでもよいので英語で

答えさせ，後で正確に書かせて

確認をするなど生徒のレベルに

応じて活用できます。

⑤「深く読ませる」Further
 

Comprehension

教科書本文の内容をより深く

理解させる問いです。これらの

問いに答えさせることで，本文

の主題を捉えるように導くことがきます。 マー

クの問いは答えが一つではない問い（open ques-

tions）です。そのため，さまざまな意見や解釈

が出てきて構いません。読み取った内容について

生徒一人ひとりがどのように解釈したか，なぜそ

う考えたのかを授業で共有するとよいでしょう。

英語で意見を言える生徒には英語で表現させるよ

う励ますと，さらによい活動になると思います。

時間がない場合は省略しても構いませんが，で

きれば２～３文くらいの簡単な英語で教師自身が

意見を述べたり，JTEとALTが意見を述べ合

うのを生徒に聞かせたりする活動に応用すること

も可能です。こうしたテキストのメッセージを重

視した問いは，筆者が何を伝えようとしているの

かに焦点を当てて読ませることを促します。ぜ

ひ，読みを深める問いとして活用してください。

⑥文法を確認する Grammar

教科書本文の中で押さえるべき文法のポイント

をまとめています。簡単なDrillなどを用意して

いるため，短時間でポイントを確認できます。

⑦「自己表現活動」を目的とした Challenge!

文法項目や読み取った内容を基に，自分のこと

や身の周りのことを英語で表現させる活動です。

表現に自由度があるため，生徒は自分自身の体験

や考えを基に英語で表現することができます。

生徒が書いた英文を教師が読むのもよいです

が，授業中にペアで確認させたり，グループで発

表させたり，何名かの生徒に黒板に書かせてクラ

スで共有したりするとよいでしょう。評価欄の

（Ａ・Ｂ・Ｃ）は教師が添削して返却する際に便

利です。生徒は内容だけではなく正確さも意識す

るようになり，次につながります。英文を返却す

る前に何人かの生徒の英文をコピーしたものを配

布してフィードバックをするのも効果的です。生

徒はとても楽しみにしているはずです。

２．有意義な英語授業に向けて

新学習指導要領を実施する上で，「何だろう？」

と生徒の興味をくすぐったり，「簡単なことから

難しいことへ」ステップを組んだり，「自ら気づ

く喜び」を味わえるように仕組んだり，「伝えた

いメッセージ」を持たせる工夫をしたりすること

は不可欠です。ぜひ『学習ノート』を活用して，

授業を楽しんでください。

(たなか ちさと・山梨県立甲府城西高等学校教諭)
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